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第 53回甘利山登山強歩大会 
 今年度の強歩大会は、様々な対策を講じ実施することができました。大会当日は天候

にも恵まれ気持ちよく走れました。男子の優勝は川口魁士君、準優勝は深澤亮雅君、３

位川俣玲旺君、４位保延惟吹君、５位前嶋歩夢君、６位長田剛和君と上位６位までを２

年生が独占しました。１年生トップは吉田真澄君、３年生

トップは鈴木大樹君でした。女子の優勝は２年伊藤紅葉さ

ん、準優勝は３年竹内彩花さん、３位２年島津杏奈さんで

した。１年生トップは北原りのんさんでした。皆、感染対

策を守り、運営もスムーズにできました。来年は頂上で良

い景色を見て達成感を味わってほしいです。 

第 58回韮工祭開催 
11 月 6 日(金)、第 58 回韮工祭が開催されました。

今年度は体育祭（運動会）を行いました。開祭式で生

徒会長の小林君が「今年の韮工祭のテーマは『青春作

ったろ。~消えた春はここにある~』です。それぞれの

クラスが力を集結して、正々堂々と闘う姿を見せまし

ょう。」と激励。その後 3 年生の河野君による選手宣誓

に続き、応援団長の浅川君を中心とした応援委員会のエールは見ごたえのあるものでし

た。どの種目も大変な熱気と盛り上がりでした。昼食時には、中庭での吹奏楽部の演奏

が行われ、こちらも見ごたえのあるものでした。音響は、卒業生の松本翔月君が手配を

してくれました。学園祭が盛大に出来たのも陰の功労者がいてからこそだと思いました。 

ロボコン山梨 2020 結果 
ロボコンやまなし高校生の部Ⅰ（対戦型）競技に、電

子機械科・システム工学科の生徒が製作した３台のロボ

ットが出場しました。対戦型は毎年課題が変わり、製作

には時間と労力を費やします。今年度は水の入ったペッ

トボトルを高さの違うゴールに入れていき、ゴルフボー

ルを形状の違うゴールに入れていくという課題でした。

ペットボトルは水が入ると非常に重くなり、操作のミス

ですぐに倒れてしまいます。また、コート内に障害物が

入り、より操作の精度を上げていく必要がありました。新型コロナの影響で、製作時間

も例年よりも短縮した形で苦労しましたが、よいロボットが完成しました。放課後も練

習し、本番でも練習通りの力を発揮することができました。結果は１位から３位を独占
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し、最高の形で終えることができました。コロナ禍で開催が危ぶまれましたが、ご尽力

いただき大会に参加できたことに感謝したいです。 

高校芸術文化祭で文化祭賞受賞 
太鼓部 郷土芸能部門 
第４１回山梨県高等学校芸術文化祭郷土芸能部門へ

参加し、芸術文化祭賞をいただくことができました。コ

ロナ禍で学校外での演奏ができず、部員のモチベーショ

ンが低迷した時期もありましたが、部活動を応援してく

れるニュースをみて、最高のパフォーマンスで演奏したいという気持ちになりました。

今回の結果は応援してくれたみなさんの協力があったからだと思います。今後も日々の

練習に取り組み、来年度の和歌山で行われる総文祭へでは、山梨県代表として恥ずかし

くない演奏を全国に響かせたいと思います。 

新聞委員会 

芸文祭 最優秀賞４年連続全国大会へ 
11 月２日から３日、第４１回山梨県高等学校芸術文

化祭新聞部門がやまなしプラザ・イベントスペースで

行われました。今年は新型コロナウイルスの関係で、

学校新聞の展示と新聞の審査が行われました。参加校

は甲府第一高校、甲府西高校、日川高校、都留高校、

本校の５校でした。当日は２年６組の今村妃世里さん

（敷島中出身）、２年４組の長林宥弥君（韮崎東中出

身）が会場で受付等の業務を行いました。発行新聞４号を出品し、結果は最優秀賞で、

来年８月に行われる全国高等学校総合文化祭和歌山大会へ２名派遣していただけること

になりました。これからも学校生活の大きな出来事から小さな出来事まで、新聞で紹介

していきたいと思います。ご愛読をよろしくお願いいたします。 

愛の献血を実施 
11 月 9 日、日本赤十字血液センターの献血バスが来校

し、万全な感染症対策のもと校内献血が実施されました。

多くの集団献血が中止となり、血液の確保が難しくなって

いる昨今。本校では例年の 1.5 倍近くとなる 131 名 

（2 年生 59 名、3 年生 72 名）の生徒が献血に協力してく

れました。当日、丁寧な問診や血液検査を経て、121 名 

から 500ml ペットボトル 80 本分(39,800ml)が採血されました。これは、今年度の高校

献血事業において参加人数、採血量共に県内トップの実績（11/9 現在）とのことです。

協力してくれた皆さん、ありがとうございました。皆さんの善意と勇気は確実に誰かの

命と健康に繋がっています。来年の校内献血も積極

的な協力をよろしくお願いします。 
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